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　子宮筋腫は、産婦人科医が敵 り扱う疾病のなかで も，最もよく遭遇 する疾思の
一

つであ

る．子禽筋腫の 診断は容易
’
15、臨床症状と内診所見でなされ，治療法も子塞全摘出術．筋

腫核出術と型にはめ ら亊した ように手術療法が行われてきた，

　近年、女性の生き方の 変化とも相俟 っ τ ，子宮筋腫の 治療法を妊孕性を基準にして 治療

法を選択 するだ け
．
ごな く、蘗剤だ け の 保 存治 療や手 術の ため に 子囲 筋腫 の 大 きさ を 縮ノ」、さ

せた り，内視鏡による負担の 少ない高慶の嵩術が行われるようにな っ た，治療法に幅が ご

きたこと二に伴い 、日常外来で の 検奮診断
：

も変わ
・
：）てきた ，

　したがっ て r 子窟筋腫の 医療保険も以前と比べ 複雑になっ た，本稿で は最近質疑の 対象

となる子慮筋腫の 医療保険につ い て：述べ る．

1、菷術薊医学醤理料 （飆 づ痛 た鷹繚機関〉

　  手術の 前に行われ者）定型的な樓竃 ・画像診断を診療報酬講求簡素化のために設定 され

た．

　  手術前の検査で．計画 的な医学管理を行う ことを都道府県知勇 に届け出た保険医療機

関が算定できる ，

　  脊椎麻酔、硬膜外麻酔又は閉鎖循環式全身麻酔下 に行われる手術に，疾慰名を閤わす

算定できる ，

　  手術1前 1週間以1ジ§に，本管 理料 に包括されて
’
い る 検査喰 目及び画 像診断項 目の い ず

れも行わなか っ た塲翕には算定 しない． 1ない し 2 種類の 頂 目の 検蘆だ けで あ っ た場合

で も、首理料は算驚 できる，

　  術前 1週閭以内に，同
…

の 倹査又 は画 像診断を、2回以上行 っ た場台の 2 回凾以降

［ま、鬻理 料 とは別に算定することがだきる．

蠶，ミ唇術後医学簪瓔料 （耄朧 につ き）

　  閉 鎖循環式全身麻酔に伴う手術後の 医学簷纓を，請求の簡素化の 点から設定された，

　  ・入 院 10日以内に行 っ たマ ス ク又 は気營内揮鶯に よる閉鎖循環 式全身麻酔に伴う、手

術後に必要な医営醤理 をね っ た 場盒 に，手術料算 定の 翌 8 から 3E ヨ間を限鹿と して 算定

する ．

　  手術前医学管理料を届 出せず，出果高払いによる術前倹晝螽としτ の 、HBs 抗原，　 HCV

抗体価構密測定，HIV抗体、　 ATLA 検査の うち，1−llV抗 体，　 ATLA 検査は誌め られ て：
『
い

ない，特 に．必要な 場合 は傷病 呂及び注記が必要 となる，
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1．病理組織顕微鏡横蠹 （
’
1臓器 に

．．
つき）

　  病理組織顕微鏡横沓にお いて、子筥体部と 子 宮頸 部は 1臓器 と して鱆 定す る，  1

臓器か ら多数の ブ［コッ ク．標本を作成．検鐘 しノこ 場合で あ っ r も 稲蔵器の 検 査と して 算

定する、

r，i．細繭讖

　  腟部ス メア、頸營ス メ アを周時採販 しτ細 胞診を彳雪っ た場含 、 1鄙位と しで 取り扱

い、酬定点数は 1回の みの 算定である ，子竃頸營細胞診で 講 求する ，

　  尋菖頸鄙ス メア と体鄙ス メアの 実 日数 1日 ごの 併施 は望ま しくない ，必要な ケ ー一
ス

て5は認 め られるであろ うが 、傾向的な場合 は沓定の 対象とな るだろ う，対応病名 は必ず記

載する，

　  子宮腟乱 子宮頸部、子宮内膜 細胞 診の 3 者の 場翕 は，子 宮腟部、書 齏頸部を 1部

位，子窟内膜を 1部位と しで計 2 部位と 亨る 、

　  実 B数 1日
一
（f同一

部位の 細胞診と縟織診の 併施 iま算定石きない ，

（記録 に要する費用を岔む）

崖婦人科領域にお ける超 鑿波検蘆の探険上の 過 魁

A ．異常妊娠

E3、　　嚮盤V9月襲瘤

　  子宮飭腫

　  絨毛性腫瘍

　  卵巣腫傷

　  そ の他の鬯 盤内腫瘍

　  腹水の 脅無

C ，そ の 他

　〔〔工）暑
’
し房：月車瘍　　（そ三｛フ）f滋体袤受）

　  排卵誘発剤の 使弔目奇

　（コル ボス ：｝ピー ・
ヒス テ ［コス ：］ピー ・子宮フ ァ イバ ー

ス ニr］ピ… ・膀胱フ ァイバ…尿道

フ ァ イバ ー
ス コ ビー ・直腸鏡 ・クル ドス 1：〕一プ ・腹腔鏡〉

　  腹腔鏡検營は腹腔内腫瘤，子齏 内膜症、ヨ 宮外妊娠等の 診断時に用い られるが、入院

の もとで実施する，

　  内視鎭倹奮を レン トゲン透視下におい ζ行 っ た土昜翕でもレン トゲン透視 料は韓定で き

ない ，

　  生検腸 フ ァ イバ …
ス コ ビ…を便用 しU ，緝織の採取を行 っ た 塲合 は ，採取 した組織の

個数にかかわらす， 1回 の内視鐘倹奮 に つ いて 内視垂竟生検法を彈定する，

x 線診断料

  子 宮卵管造影
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　X 線診断料の黄用の算定は

　費用 罵 透視診断料 ＋診断料＋ 撮影料 ．F フ ィルム料＋ 造影剤料＋ 注入手技舅によるが，子

宮卵管造影においτ 造影剤を使用 して透視診断を行 っ T も，透視診断料の算定はできない．

　透視撮影とは，撮影を行わない とき算定する もの であり、透視による疾病，病巣の 診断

を行 う技術料を含めたもの であるから，撮影の 時期決定や準備手段又は他の 検査，処置の

補肋手段と しご行う透視につ いて は点数算定で きないこ とによる，

　  CT 検査と MRI 検壹

　CT な らびに MRl の使嗣基準

　 1）女 「生
1

陛器 （悪 性）腫瘍やその 他の 蜀盤内腫瘍 （瘤）の質的，音β位的診断

　2）女
「1生性器 （悪 性）腫瘍 （瘤 ）の治療効果 の判定

　3）新生児の器質的異 常あるい は萸篤な胎児の形態異 常の診断

　付　記

　（1）MRI あるし、は CT の 換奮にあた っ τ は 比較表 （表 1）を参考 に し、それらの 葛用

Il
生を考慮す るこ と，

　（2）MR1 の 生体 へ の 安全性は確豆 しτ いな い の で ，臨床上の 萄益性が危険性を上 團る

（i誕 ）MRI と （鐸 の 比較

「

7漏 諞1再1
　 　 び評 価の し や すさ

　 2．侵聾性の少なさ　　　　，

c1
．

備 　 考
’

3．　1／1ン バ 節軌 移の 検柬

　 〔全身の 精脊 ：1

4．藏器
　 診 断

　 〔11

組織特劉 生の

了官筋睡
・

子 宮 腺筋症

（フ） 子宮癌

　 1こll頓 癌

　   1体癌

（3：明 巣 睫瘍

　 q丿d（〕rT／Ola　cyst

　 （@2@　、　　@　　r、　〔t　　　r　r、　C：ヨ　i．r　id
　 　 I

　 Oy叙 　 、3）卵

悪1 生腫 蕩 5 ．新生 児

胎 児（D門寅 　聞，

態的異雫の診断 　 　

）新 生児
の
器零 的

　　興 1

の己鯛1

雀野弛

．

：｝；

　
’ △ 1L尸∫ 1 ・ MRI に 比

し

，　 C

ﾍ水
車
面し か 撮 影 （ ’ き ない ・ C．「は×線 で

るため、 妊娠 に 合併す る 腫瘍 や

棟U 児奇形の診断に
用
いられない ・ClI ： il ．1 ’v1Ri

比1 ノ ，画面の解 像力に 優れ，短時 間 内

比較的広い範囲の撮
影
が
可能 でめる た め，觜盤 ，

大動

1／ 1ンバ節への転移 の［ 寉 認に
有
用 ・珊 「 1は筋

1 羹咳 の
在音 短とそ 一の 個数の確認、 ： 優 れ τい る
EMRIは筋睡と 腺筋 症と の鋤ll に 優 れ て

る ・ IVRi は筋 腫と肉胆の 鑑 別に 優 れ て

るMRI は領癌の 進 行度 の 言 1F 価 に 有 用で あ る

  ゾ自 Rl は C 下 に比 べ 、体癌 にお け る 醗洒

潤の 有 笊， 頸 鬯 内浸 溜 の 看 無の言珍斯に優れ て
い
る

　　 ・ Ci で は 能訪 組 織 や骨の．1嵒邑ゴ に優 れ 一

｢

　　　
M
剛にて特 徴的な shadin9 像 を 誌 める

・01 ， 1 ． 引 R1 ては ，

性腰
瘍
の診 斯 基 準 が 確 ・ 与 ：し てむ り、 診 断 能

陶二してい る ・異「常の診断齬 力 にお いては M
か健 れている が，患者の 動き や i 恚 者 σ）装 着

て い る装 iの間 穎

ど，実際 の運用 ． 上 一 は CT スキ ャン が 優 れ て

｢ る場 合 も少な く

い ・ CI はX 線で あるた
め
，通

掌

胎見 の異 常の 診

に は用いられ な い ：平成9131 　日摩 婦ネ1．保 嘗ゴ術委轟会見 解） II 川III． 川川r目冂Ilrll川II、川II． ．川1．． III川．1川 目1川1［ II川lrll　
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と判断される塲合に の み使用する．

　なお C
『
「は X 線

’
ごあるため，妊娠に合併する腫瘍や胎児奇形の 診断 に用いられない ，

　なお、両嗇の 比較は別表の 通りである，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成 9、3，1　 Eヨ母医幸侵）

　子筥筋騰の 薬物療法と しで ，danazol 療法や GnRH 　agonlst 療法が 登場 した こ とに

より治療に幅ができた ．酢 酸ブセ レ リン，酢酸リュ
ー

プ D レリン、醉酸ナ フ ァ レリン，酢

酸コセ レ1丿ンキ ッ ト．ダナゾールが薬理 ・薬効で は近似の もの 6 ある、

　 しか し，現在の 保険医療
’
ごは，効能 ・効果 ・用法 ・用 鑾 を薬剤の 使用 の 原則と して

．
い る

の で ，薬理 ・薬効による使用 は査是の 対象になる，効能 ・効果 ・用法 ・用量による薬剤の

使閇が望まれる ．

　 （1）同種の 手術が鬪
一日内に 2回以 ．t実施された場合は， 2 回目以降の 手術 は初回の

手術料に含まれる，

　（2）同
一．

渉術や又 は同
一

偶巣 にっ き ， 2 以上の 手術を同時 に行 っ た場合 の 手術料 は，

主た る手術の所足点数で算定する，

　 （3）手術当日に行われる手術に伴 う処置 は算定できない．

　 （4）対称器官の手術の 所定点数は、片側の器官の 手術料である．両側 に行 っ たときも 2

倍の 算定 はで きない．

　 （5）囚視鏡を用 いた手術を行う場龠，同時に行う内視鏡検奮料 は算定できない．

　（6）広靭帑内腫瘍摘出術．子竃付属 器 癒着剥離衛又は子 菖付属器 腫瘍｝商出術と併せτ

行 っ た場合 は、主た る手術の所定点数 に，従たる手術の 所定点数の50／100に椙当する点

数を加算して 蕣足す ．る，

av ’
磊 一　蔭

　1．特定保険医願霤料の算建の 原劉 樋 知）

　  手術に当た っ で 通常使用される保健医療材料 《チュ
ーブ，縫合糸 （特殊縫含糸を含む）

等》，衛生材料 （ガーゼ，脱脂綿および絆倉1」灣等）お よび 1回の 手術 に使用される総量 価

格が 15円以下の 薬剤の費用 は，手術の所定点数に含まれる，

　ただ し、厚 佑大臣が別に定める特定保 健医 療 材 料 およ び 1回 の 手 術に使用 され る薬剤

（手術後の薬剤病巣散布を含む）の 総墮価格が 15円 を超え る場禽は手術の 点数の ほかにそ

の 費閑を算足できる ．

　  特殊縫曲糸の 算定はだき ない こ とにな っ た．

　  特定保健医療材料 は購入価格を10円で除 して 得た点数とする．特定保健医 療材料の

購入1面格は、別に厚生大臣が定める．

　  術 後の 癒着 防止に tzプ ラフ ィルム
・インターシードが保険適応にな っ た，

　女子性器 手術後の 卵ttおよび卵管采の通週 ・開存性の 維持を目的と して使閑 した場合、

特定保健医療材料の 組融 弋用 人工 繊維 布と して算定で きる （都道府県の購入価格による）．
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